
愛知工業大学研究報告
第 31号A 平成 8年

韓国家族法を読むために

小島 郎 @田中淳子

A Study of the Family Law of the Republic of Korea 

Jiro Kojima， Atsuko Tanaka 

A Study of the Family Law of the Repubulic of Korea， written by 

Jiro Kojima and Atsuko Tanal王a.

Contents 
1) Introduction ----Basic Arguments. 

2) the Summary of the Family faw ----the relation beween 

parents and child. 

3) A Research and Study on the area of "Bonvanriグ

4) Conclusion. 

8 

27 



韓
国
親
子
法
を
読
む
た
め
に

Mar.1996 Vo131-A， 

一-
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は
じ
め
に

韓
国
親
子
法
の
概
観

凡
万
里
地
区
親
子
関
係
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
の
分
析

む
す
び
に
か
え
て

平成8年，

は
じ
め
に

第 31号A，

一
昨
年
(
一
九
九
五
年
)
七
月
、
田
中
は
、
韓
国
釜
山
市
へ
訪
れ
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
(

1

)

。
岐
阜
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
所
が
テ
l
マ
と
す
る
「
隣
国
の

家
族
法
」
実
態
調
査
の
研
究
員
と
し
て
実
態
調
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か

ら
で
あ
る
。
韓
国
家
族
法
の
な
か
で
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
テ
l
マ
は
「
韓
国
親

子
法
」
の
研
究
・
調
査
で
あ
っ
た
。
釜
山
か
ら
車
で
二
時
間
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
「
凡
万
里
」
と
い
う
村
が
、
そ
の
調
査
の
対
象
(

2

)

と
な
る
こ
と
に
同
意

と
理
解
、
そ
し
て
温
か
い
協
力
を
も
与
え
て
下
さ
っ
た
(
三
。

ニ
韓
国
は
「
儒
教
の
国
」
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
こ
と
が
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
。

韓
国
法
1
1
1
1
特
に
家
族
法
|
|
|
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
儒
教
精
神
の

厳
格
な
反
映
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
過
去
、
い

た
む
べ
き
戦
争
に
よ
り
、
わ
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
1

1

法
律
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
1

1

を
強
制
的
に
押
し
つ
け
た
、
と
い
う
歴
史
的
背
景
の
存
在
で
あ
る
。
た
し
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釜
山
凡
万
里
地
区
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
て

小

島

良日

田

中

淳

子

か
に
、
古
く
は
、
わ
が
日
本
の
法
律
も
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
、
中
国
の
唐
の
す

ぐ
れ
た
文
化
に
学
び
、
「
儒
教
」
的
思
想
を
継
受
し
た
が
(
丘
、
こ
の
歴
史
的
事
実
が

そ
の
後
の
韓
国
の
制
定
法
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

三
儒
教
思
想
に
育
ま
れ
た
慣
習
法
的
性
格
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
「
韓
国
家
族

法
」
の
特
徴
と
い
え
ば
、
一
般
的
に
つ
ぎ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
1
姓
不
変
の

原
則
(
父
姓
を
出
生
か
ら
死
亡
に
い
た
る
ま
で
自
ら
の
姓
と
し
、
た
と
い
婚
姻
に
よ
っ
て

も
そ
れ
は
変
え
る
こ
と
は
な
い
)
(
三
2
男
子
優
先
の
戸
主
継
承
制
度
(
旦
、

3

同
姓
岡
本
不
婚
制
度
(
同
じ
「
姓
」
の
者
と
祖
先
の
出
身
地
(
本
)
が
同
じ
も
の
と
は

結
婚
で
き
な
い
)
で
あ
る
(

7

)

。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
基
本
理
念
は
「
男
子
血
統
主

義
」
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
は
そ
の
憲
法
に
お
い
て
「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
(
憲
法
第
八
条
)
と
「
法
の
下
の
平
等
」
(
同
第
九
条
)
を
置
い
て
い
る
(
旦
。
す

な
わ
ち
、
い
ま
韓
国
は
、
現
代
社
会
が
理
想
と
す
る
価
値
観
を
取
り
入
れ
た
慧
法
を

有
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
慣
習
法
を
完
全
に
改
廃
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
苦
悩
の
時

を
迎
え
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
近
時
(
一
九
九

O
年
)
の
民
法
の
改
正
は
「
革
命
」

と
ま
で
い
わ
れ
た
大
規
模
改
正
で
あ
っ
た
が
、
「
祖
先
」
↓
「
血
統
」
↓
「
家
」
↓

「
戸
主
」
と
い
う
韓
国
家
族
法
の
核
的
存
在
が
法
律
に
よ
り
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
た
め
に
こ
の
新
し
い
動
き
に
柔
軟
で
な
い
。
さ
ら
に
、
国
民
の
奥
深
く
に

根
づ
い
て
い
る
伝
統
的
な
慣
習
法
的
法
意
識
に
よ
り
、
い
ま
だ
憲
法
の
規
定
と
整
合

性
を
も
た
な
い
民
法
の
規
定
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
特
に
韓
国

固
有
の
法
1
1
1
1
そ
の
な
か
で
も
親
子
法
に
つ
い
て
ー
ー
ー
が
現
代
憲
法
に
影
響
を

受
け
、
慣
習
法
的
規
定
が
変
容
し
た
で
あ
ろ
う
部
分
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

法
律
が
変
わ
っ
て
も
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
法
意
識
が
変
化
し
な
け
れ
ば
、
お
よ
そ

1 



33 韓 国 親 子 法 を 読むために

理
想
的
な
も
の
で
も
定
着
し
な
い
。
逆
に
、
国
民
の
法
意
識
が
変
化
す
る
こ
と
に

と
も
な
い
、
既
存
の
法
律
が
合
わ
な
い
場
合
に
法
律
の
改
正
が
要
求
さ
れ
る
、
と

い
う
動
き
が
生
ま
れ
る
。

四
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
戦
後
「
家
制
度
」
の
撤
廃
、
が
実
現
で
き
た
の
は
、

上
か
ら
の
民
主
化
政
策
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

の
経
済
的
基
盤
が
社
会
全
般
的
に
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
な

原
因
で
あ
っ
た
。
近
時
、
わ
が
国
で
も
民
法
の
大
幅
な
改
正
作
業
が
進
行
中
で
あ

る
。
韓
国
と
同
じ
く
、
わ
が
国
も
憲
法
の
規
定
に
適
合
し
な
い
点
、
例
え
ば
男
女

の
婚
姻
適
齢
の
相
違
や
同
氏
戸
籍
の
原
則
や
非
嫡
出
子
と
嫡
出
子
と
の
相
続
分
の

不
平
等
な
ど
、
い
ま
だ
一
般
国
民
と
一
定
の
識
者
と
の
間
で
価
値
観
の
ず
れ
が
見

受
け
ら
れ
改
正
も
難
航
し
て
い
る
。
真
の
「
男
女
の
平
等
と
は
」
「
個
人
の
尊
厳
と

は
」
が
、
わ
が
国
で
、
い
ま
ひ
と
り
一
人
に
問
わ
れ
て
い
る
。

韓
国
の
家
族
法
に
お
い
て
注
視
す
べ
き
点
は
、
す
で
に
非
嫡
出
子
と
嫡
出
子
と

の
相
続
分
の
平
等
な
取
扱
い
を
実
施
し
て
い
る
(
韓
国
民
法
一

O
O九
条
)
。
今
で

も
刑
法
二
四

O
条
に
お
い
て
「
姦
通
罪
」
(
9
)

を
お
い
て
い
る
「
極
め
て
婚
姻
倫
理

の
厳
格
な
国
」
で
あ
り
な
が
ら
、
「
社
会
的
身
分
」
に
対
す
る
「
法
の
下
の
平
等
」

を
実
現
し
た
、
ま
さ
に
現
代
社
会
が
理
想
と
す
る
憲
法
理
念
に
一
歩
近
づ
い
た
改

正
で
あ
ろ
う
。

み
ぎ
の
点
か
ら
も
、
近
時
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
経
済
成
長
を
続
け
、
従
来
の

あ
ら
ゆ
る
既
成
の
価
値
観
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
「
隣
国
の
家
族
法
」

の
現
代
化
へ
の
変
容
の
す
が
た
を
み
る
こ
と
に
は
価
値
、
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
民

の
法
意
識
の
現
況
(
「
凡
万
里
」
村
に
お
け
る
「
親
子
関
係
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
」

の
結
果
)
を
参
考
に
「
現
在
の
韓
国
親
子
法
を
読
む
」
と
と
に
し
て
み
た
い
。
な

お
、
ほ
ん
の
数
日
間
の
滞
在
で
「
韓
国
親
子
法
と
は
何
か
」
を
説
く
能
力
も
知
識

も
な
い
。
せ
め
て
「
自
ら
が
耳
で
聴
き
、
こ
こ
ろ
で
感
じ
た
」
こ
と
を
こ
こ
で
は

紹
介
す
る
こ
と
に
止
ま
る
と
と
を
寛
容
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
韓
国
家
族
法
」
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
既
刊
の
す
ぐ
れ
た
著
書
・
論
文
等
を
参
考
に
し
て
(
叩
)
、
本

稿
を
書
き
進
め
る
こ
と
も
重
ね
て
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

円

1
)

本
稿
の
分
担
は
、
岐
阜
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
所
の
研
究
員
で
あ
る
田
中
淳
子
(
中

部
大
学
経
営
情
報
学
科
専
任
講
師
)
が
、
韓
匿
に
お
け
る
調
査
を
行
い
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た

り
総
合
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
小
島
二
郎
(
愛
知
土
業
大
学
人
間
科
学
教
室
専
任
講
師
)

が
行
な
っ
た
。

(
2
)

一
般
的
に
は
、
都
市
部
で
は
、
「
人
権
擁
護
」
「
個
の
尊
重
」
等
の
世
界
的
潮
流
で
あ
る

西
欧
価
値
観
の
刺
激
を
受
け
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
そ
の
国
独
自
の
法
意
識
・
法
的
価
値
観

を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
こ
ろ
、
が
、
農
村
部
に
つ
い
て
は
、
都
市
部
に
比
べ
、
比
較
的

そ
の
国
独
自
の
伝
統
的
慣
習
、
文
化
に
支
え
ら
れ
た
価
値
観
が
残
存
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
農
村
部
は
、
土
地
の
承
継
と
深
く
結
び
付
い
て
い
る
た
め
に
「
家
」
と
い
う
制

度
と
深
い
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の
宋
法
制
(
祖
先
祭
杷
を
中
心
と
し
た
一
族
の

統
率
形
態
)
の
影
響
を
受
け
て
男
系
中
心
の
「
戸
主
制
度
」
を
い
ま
で
も
残
す
韓
国
の
法
意
識
を

考
察
す
る
た
め
に
は
都
市
部
よ
り
も
農
村
部
を
そ
の
調
査
の
対
象
と
し
た
い
。

(
3
)

凡
万
里
地
区
調
査
が
許
可
さ
れ
た
の
は
、
岐
阜
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
所
の
諸
先
生

方
と
凡
万
豆
地
区
の
長
老
、
朱
甲
源
代
氏
、
ま
た
聞
き
取
り
調
査
に
快
く
承
諾
を
与
え
て
く
れ
た

洪
允
寛
ご
夫
妻
、
韓
国
滞
在
中
の
通
訳
兼
ガ
イ
ド
を
温
か
く
そ
し
て
献
身
的
に
努
め
て
下
さ
っ
た
、

釜
山
水
産
大
学
委
南
周
教
授
、
釜
山
大
学
金
成
国
教
授
、
東
亜
大
学
金
承
換
教
授
で
あ
る
。
こ
こ

に
心
よ
り
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

(
4
)

中
川
高
男
「
韓
国
家
族
法
の
発
展
と
日
本
の
家
族
法
」
韓
国
法
の
現
在
〔
中
央
大
学
出

版
部
、
一
九
九
士
一
年
〕
一

O
玉
頁
以
下
。
な
お
、
一
般
的
に
は
韓
国
の
「
{
家
制
度
」
に
お
け
る
「
家

父
長
制
度
」
と
日
本
の
旧
家
族
法
に
お
け
る
「
戸
主
制
度
」
と
は
同
じ
性
格
で
あ
る
と
と
ら
え
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
韓
国
の
「
{
家
父
長
制
度
」
は
基
本
的
に
祖
先
の
祭

杷
の
主
宰
義
務
で
あ
り
、
わ
が
国
旧
家
族
法
の
「
戸
主
制
度
」
の
よ
う
に
絶
対
的
な
権
限
を
与
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
統
治
時
代
に
同
一
「
用
語
」
を
使
用
さ
れ
た
た
め
、
混

乱
し
た
き
ら
い
が
あ
る
(
金
時
株
・
注
(
印
)
二

0
1一
二
頁
参
照
)

0

(
5
)

こ
の
原
則
は
、
紘
一
新
羅
時
代
(
西
暦
六
六
八
年
1
九
一
八
年
)
以
前
か
ら
存
在
す
る

非
常
に
古
い
伝
統
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

(
6
〉
こ
の
制
度
は
、
李
朝
時
代
(
西
暦
二
二
九
二
年
i
一
九
一

O
年
)
頃
定
着
し
た
宗
制
度

(
中
国
よ
り
影
響
を
受
け
、
当
初
は
、
祖
先
の
像
や
位
牌
を
安
置
し
て
祖
先
の
霊
を
鎮
め
る
祖
廟
を
意
味
し

た
)
で
、
父
系
血
統
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
の
韓
国
家
族
法
の
重
要
な
基
礎
と
な

る
。
な
お
歴
史
的
に
は
、
約
五

O
O年
以
前
か
ら
存
続
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
「
姓
不
変
の
原

則
」
に
比
べ
て
比
較
的
新
し
い
(
金
時
株
・
注
(
印
)
二
一

1
二
二
頁
参
照
)
。

(
7
)

男
系
血
族
を
中
心
に
紐
織
さ
れ
た
同
族
組
織
を
家
と
考
え
る
た
め
、
祖
先
の
出
身
が
同

じ
で
、
同
じ
男
系
血
族
の
姓
と
の
婚
姻
は
、
「
血
」
の
混
同
を
忌
み
嫌
う
国
民
性
か
ら
法
的
に
も

2 
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許
さ
な
い
。

(
8
)

大
韓
民
国
憲
法
第
八
条
は
、
「
す
べ
て
国
民
は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
と
価
値
と
を
有

し
、
こ
の
た
め
に
国
家
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
最
大
限
保
障
す
る
義
務
を
負
担
つ
」
と
規
定

し
、
同
第
九
条
は
、
「
す
べ
て
国
民
は
法
の
下
で
平
等
で
あ
る
。
何
人
も
性
別
・
宗
教
ま
た
は
社

会
的
身
分
に
よ
り
、
政
治
的
経
済
的
、
社
会
的
・
文
化
的
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
差

別
を
受
け
な
い
。
②
社
会
的
な
特
殊
階
級
の
制
度
は
認
め
ら
れ
ず
、
い
か
な
る
形
態
で
あ
っ

て
も
、
こ
れ
を
創
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
。

(
9
)

韓
国
刑
法
第
二
四
O
条
は
、
「
①
配
偶
者
の
あ
る
者
が
姦
通
し
た
と
き
は
、
二
年
以

下
の
懲
役
に
処
す
る
。
そ
の
者
と
相
姦
し
た
者
も
同
じ
で
あ
る
。
②
前
項
の
罪
は
、
配
偶
者

の
告
訴
を
待
っ
て
論
ず
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
が
姦
通
を
従
容
又
は
宥
恕
し
た
と
き
は
、
告
訴

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
・
韓
国
六
法
〔
ぎ
ょ
う
せ
い
・

一
九
八
二
年
〕
参
照
)
。

(
叩
)
本
稿
は
、
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
小
島
武
司
・
韓
相
範
・
韓
国
法
の
現
在
(
下
)

(
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
三
年
)
、
檀
逸
・
権
藤
世
寧
編
著
・
韓
国
親
族
相
続
法
(
弘
文
堂
、
一

九九
O
年
)
、
鄭
鍾
休
「
韓
国
民
法
典
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
1
・2
」
民
商
九
O
巻

四
号
二
頁
以
下
、
九
O
巻
五
号
三
一
頁
以
下
、
金
構
沫
「
韓
国
家
族
法
と
そ
の
改
正
|
|
改

正
の
特
色
・
民
法
と
の
異
同
に
ふ
れ
て
i
i」ケ
i
ス
研
究
二
三
四
号
一
九
頁
以
下
、
青
木
清

「
韓
国
国
民
意
識
調
査
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
O
七
号
二
二
頁
以
下
、
朴
相
哲
「
韓
国
人

の
法
意
識
」
(
訳
・
青
木
清
)
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
O
七
号
二
八
頁
以
下
、
金
容
旭
H
佐
皐
圭
・
新

し
い
韓
国
・
親
族
相
続
法
(
日
本
加
除
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
二
年
)
。
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一
現
在
の
韓
国
家
族
法
を
知
る
た
め
に
は
、
も
う
一
つ
欠
か
せ
な
い
要
素
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
歴
史
的
経
緯
で
あ
る
百
)
。

1

近
代
民
法
典
を
最
初

に
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
朝
鮮
民
事
令
の
制
定
」
(
日
本
統
治
時
代
)
、

2

米

軍
政
時
代
、

3

韓
国
政
府
の
樹
立
、

4

そ
の
後
の
三
次
に
わ
た
る
民
法
改

正
で
あ
る
。
特
に
、
家
族
法
の
分
野
は
、
夫
婦
・
婚
姻
・
親
子
と
い
っ
た
家
族
関

係
は
普
遍
的
な
存
在
で
あ
り
、
宗
教
的
、
文
化
的
、
政
治
的
背
景
に
影
響
を
受
け

る
。
す
な
わ
ち
、
韓
国
法
を
理
解
す
る
上
で
、
「
慣
習
法
」
、
「
歴
史
的
経
緯
」
な
ら

び
に
そ
の
他
の
種
々
の
環
境
的
条
件
の
如
何
な
る
変
化
に
よ
り
、
現
行
法
が
生
成

さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
そ
こ
で
、
歴
史
的
経
緯
を
縦
軸
と
し
て
、
親
子
法
の
変
遷
を
み
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
そ
の
具
体
的
視
座
と
し
て
、
①
親
権
制
度
、
②
養
子
制
度
、
③
認

知
制
度
、
④
非
嫡
出
子
の
法
的
地
位
を
横
軸
と
し
て
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

-
朝
鮮
民
事
令
(
日
本
統
治
時
代
)
〔
一
九
一
二
年
1
一
九
四
五
年
〕

本
法
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
朝
鮮
統
治
、
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
よ
る
。

朝
鮮
に
お
け
る
日
本
民
法
の
一
部
の
適
用
(
依
用
)
が
宣
言
さ
れ
た
(
朝
鮮
総
督
府

制
令
)
。
こ
こ
に
、
奇
し
く
も
「
歴
史
上
は
じ
め
て
民
法
に
関
す
る
単
行
法
典
を
有
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
と
の
制
令
発
令
当
時
は
、
「
民
法
中
、
能
力
と
親
族
、
相
続
に

関
す
る
規
定
は
、
朝
鮮
人
に
こ
れ
を
適
用
せ
ず
、
当
該
事
項
に
関
し
て
は
全
面
的
に

朝
鮮
人
の
慣
習
に
依
る
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
改
正
を
重
ね

(
第
一
次
改
正
一
九
一
一
一
年
一
一
月
一
回
目
、
第
二
次
改
正
一
九
二
二
年
二
一
月
七
日
、
第

三
次
改
正
一
九
三
九
年
二
月
一

O
日
)
、
統
治
末
期
に
は
、
日
本
民
法
の
親
族
相
続

規
定
も
韓
国
人
へ
の
適
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

親
権
に
つ
い
て
は
、
旧
日
本
民
法
に
お
け
る
「
戸
主
制
度
」
に
基
づ
く
「
親
権
制

度
」
(
旧
日
本
民
法
八
七
七
条

1
八
九
九
条
)
が
適
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
親
権

者
は
原
則
と
し
て
「
父
」
で
あ
り
(
旧
日
本
民
法
八
七
七
条
一
項
)
、
「
父
」
が
死
亡

も
し
く
は
家
を
去
っ
た
場
合
に
は
同
居
の
「
母
」
が
例
外
的
に
親
権
者
に
な
る
(
同

条
二
項
)
。
認
知
(
旧
日
本
民
法
八
二
七
条

1
八
三
六
条
)
に
お
い
て
も
、
「
父
が
認
知

し
た
子
を
庶
子
と
す
る
」
と
規
定
す
る
(
旧
日
本
民
法
八
二
七
条
二
項
)
。
養
子
制

度
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
た
「
事
実
主
義
」
か
ら
、
わ
が
国
で
採

用
さ
れ
て
い
た
「
届
出
主
義
」
に
す
る
と
い
う
大
幅
な
変
更
が
な
さ
れ
た
。
注
視
す

べ
き
は
、
韓
国
人
の
「
姓
」
を
日
本
の
「
氏
」
に
変
え
さ
せ
る
「
創
氏
制
度
」
に
よ
っ

て
、
異
姓
不
養
の
原
則
が
破
ら
れ
日
本
の
婿
養
子
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
(
旧
日
本
民
法
八
二
二
条
一

O
号
及
び
八
一
人
条
)
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
男

系
血
統
の
保
持
」
と
い
う
韓
国
の
伝
統
的
な
儒
教
精
神
の
基
盤
が
打
ち
崩
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

3 
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2

米
軍
政
時
代
〔
一
九
四
五
年
1
一
九
四
八
年
〕

一
九
四
王
年
、
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
敗
戦
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

韓
国
は
日
本
よ
り
解
放
さ
れ
、
そ
の
後
三
年
間
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
軍
政

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
、
法
の
空
白
化
を
防
ぐ
た
め
、
そ
れ

ま
で
の
法
律
は
継
続
的
な
施
行
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
統
治
時
代
に
創
設

さ
れ
た
「
創
氏
制
度
(
韓
国
人
の
姓
を
日
本
の
氏
に
変
え
る
こ
と
ご
が
廃
止
さ
れ
、

朝
鮮
姓
名
復
旧
令
が
出
さ
れ
た
と
と
は
、
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
韓
国
固
有

の
姓
に
復
帰
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
れ
に
よ

り
、
「
婿
養
子
制
度
」
は
一
九
四
七
年
一
一
月
二
八
日
に
廃
止
さ
れ
た

(30

3

韓
国
政
府
樹
立
〔
一
九
四
八
年
1
一
九
六
二
年
〕

一
九
四
八
年
七
月
七
日
、
韓
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
憲
法
制
定
に

よ
り
、
過
去
の
親
族
関
係
の
慣
習
法
ま
た
は
成
文
規
定
の
う
ち
、
こ
の
憲
法
に
反

す
る
規
定
は
無
効
と
さ
れ
た
(
♂
。

新
し
い
民
法
(
一
九
五
八
年
二
月
二

O
日
公
布
)
の
特
色
は
、
韓
国
固
有
の
儒
教

理
念
で
あ
る
「
淳
風
美
俗
」
の
尊
重
と
民
主
主
義
と
の
共
存
が
と
こ
ろ
み
ら
れ
る
。

結
果
的
に
、
民
法
に
お
け
る
各
規
定
は
、
こ
の
二
つ
の
基
本
理
念
の
共
存
で
は
な

く
、
伝
統
的
慣
習
と
の
「
妥
協
」
の
産
物
と
し
て
そ
の
後
に
お
お
き
な
問
題
を
多

数
積
み
残
す
と
と
に
な
っ
た
。

4

民
法
改
正

(
ア
)
第
一
次
改
正
〔
一
九
六
二
年
二
一
月
二
九
日
〕

第
一
次
民
法
改
正
に
お
い
て
、
「
法
定
分
家
制
度
」
(
七
八
九
条
一
項
)
が
新
設
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
「
強
制
分
家
制
度
」
は
同
条
二
項
に
移
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
正

理
由
は
、
核
家
族
化
へ
の
現
実
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
分
家
に
よ
る
戸
籍
の
固

定
化
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
っ
た
(
ど
。
し
か
し
こ
の
規
定
は
、
一
九
九

O
年
の
第

三
次
改
正
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
家
事
事
件
を
合
理
的
・
効
率
的
に
解
決
す
る
た
め
に
「
家
事
審
判
法
」
が

制
定
さ
れ
た
(
一
九
六
=
一
年
三
月
)
。
こ
の
法
律
制
定
の
目
的
は
、
新
し
い
憲
法
の

基
本
理
念
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
家
事
審
判
法
一
条
は
、
「
人

格
の
尊
厳
と
男
女
の
平
等
を
基
本
と
し
て
、
家
庭
平
和
と
親
族
相
互
の
健
全
な
共
同

生
活
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
(
火
事
審
判
法
一

条)。し
か
し
な
、
が
ら
、
こ
の
第
一
次
民
法
改
正
に
お
い
て
、
「
男
女
の
平
等
、
個
人
の

尊
重
」
と
い
う
憲
法
の
理
念
を
実
現
で
き
る
完
全
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
向
|
|
民
法

改
正
ー
ー
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
旧
家
族
制
度
は
、
家
、
戸
主
権
、

戸
主
相
続
と
い
う
三
支
柱
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
非
民
主
的
家
族

法
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
完
〕

O

(
イ
)
第
二
次
改
正
〔
一
九
七
七
年
二
一
月
一
二
一
日
〕

一
九
七
三
年
に
は
じ
ま
っ
た
汎
女
性
家
族
法
改
正
促
進
会
の
結
成
に
よ
る
家
族
法

全
面
改
正
運
動
が
、
一
九
七
五
年
の
「
国
際
婦
人
年
」
の
世
界
的
潮
流
と
相
ま
っ
て
、

次
の
よ
う
な
改
正
を
み
る
と
と
が
で
き
た
。
婚
姻
の
同
意
年
齢
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま

で
男
子
二
七
歳
、
女
子
二
三
歳
未
満
で
あ
る
場
合
は
親
の
同
意
な
く
し
て
婚
姻
で
き

な
い
と
し
て
い
た
点
を
、
未
成
年
の
場
合
に
限
っ
て
親
の
同
意
を
必
要
と
す
る
、
と

し
た
(
八
O
八
条
一
項
)
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
家
長
で
あ
る
男
子
(
父
親
)
の
み
に
親

権
を
優
先
的
に
認
め
て
い
た
が
、
改
正
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
父
母
の
親
権
共
同
行

使
の
原
則
を
採
用
し
た
(
親
権
は
子
女
の
支
配
権
で
は
な
く
、
子
女
の
福
利
増
進
と
男

女
の
平
等
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
父
母
の
意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
は
、

父
の
意
見
を
優
先
す
る
、
と
し
て
い
る
)
。
さ
ら
に
、
相
続
分
の
均
等
化
(
均
分
相
続
主

義
の
採
用
)
し
た
も
の
の
、
戸
主
の
相
続
分
の
特
権
は
存
置
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に

お
い
て
も
、
憲
法
理
念
を
完
全
に
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

問
題
を
積
み
残
し
た
ま
ま
の
改
正
で
あ
っ
た
。

(
ウ
)
第
三
次
改
正
〔
一
九
九

O
年
一
月
一
三
日
〕

第
二
次
改
正
の
改
正
運
動
が
必
ず
し
も
望
む
べ
き
成
果
を
あ
げ
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
民
法
改
正
運
動
が
継
続
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、

今
回
の
改
正
の
一
つ
の
原
動
力
で
も
あ
っ
た
。
第
三
次
改
正
は
、
従
来
の
改
正
と
異

な
り
、
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
親
子
関
係
に
お
け
る
改
正
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
戸
主
権
の
大
幅
縮
小
(
名
目
的
な
戸
籍
筆
頭
者
)
、
強
制
戸
主
相
続
か
ら

4 
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任
意
戸
、
王
相
続
へ
の
転
換
(
戸
主
権
の
放
棄
も
可
能
、
女
戸
主
の
強
化
、
胎
児
の
一
戸
主

相
続
能
力
の
否
定
、
さ
ら
に
は
、
異
姓
養
子
も
戸
主
継
承
が
可
能
と
な
っ
た
)
、
家
の
継

承
の
た
め
の
養
子
制
度
の
廃
止
(
養
子
も
離
縁
が
可
能
に
な
っ
た
で
そ
し
て
完
全

な
親
権
共
同
行
使
主
義
の
実
現
と
離
婚
後
の
母
の
親
権
認
定
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
男
女
の
本
質
的
平
等
化
の
実
現
に
努
力
し
た
経
緯
が
み
ら
れ
る
。
第
一

次
改
正
で
は
存
置
さ
れ
た
「
強
制
分
家
」
(
七
八
九
条
)
は
廃
止
さ
れ
、
婿
養
子
(
八

七
六
条
)
、
死
後
養
子
(
八
六
七
条
)
、
遺
言
養
子
(
八
八

O
条
)
の
廃
止
に
よ
り
男

系
「
家
制
度
」
の
危
弱
化
、
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
「
戸
主
制
度
」

の
完
全
廃
止
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
「
名
目
上
の
制
度
」
と
い
う
法
的
性
格
へ

変
容
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
韓
国
家
族
法
の
「
革
命
」
で
あ
ろ
う

(30
な
お
。
韓

国
で
は
、
法
律
が
妻
や
子
の
意
見
を
無
視
し
て
、
継
母
や
嫡
母
に
法
定
母
子
関
係

を
認
定
し
て
い
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
廃
止
さ
れ
た
。
現
行
法
で
は
、
養
子

縁
組
で
の
母
子
関
係
が
可
能
と
な
っ
た
。

Vo131-A， 平成 8年，第 31号A，

(
れ
)
韓
棒
照
「
韓
国
家
族
法
の
変
遷
史
」
(
韓
国
法
の
現
在
(
下
)
中
央
大
学
出
版
部
、

一
九
九
三
年
)
五
七
頁
以
下
参
照
。

(
刊
は
)
そ
の
後
も
、
大
法
院
判
決
に
お
い
て
も
婿
養
子
制
度
は
「
公
序
良
俗
」
に
反
す
る
と

し
て
成
立
当
初
か
ら
の
無
効
を
判
一
不
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
大
判
一
九
四
九
・
三
・
二
六
、
一

九
四
八
年
民
上
第
三
四
八
号
〔
韓
・
注
(
日
)
九
五
頁
注

(
9
)
参照〕)。

(
ロ
)
韓
・
前
出
注
(
日
)
六
四
頁
参
照
。

(
比
)
韓
・
前
出
注
(
日
)
六
七
頁
参
照

(
日
)
韓
・
前
出
注
(
日
)
七
O
頁
参
照

(
日
)
韓
・
前
出
注
(
日
)
七
六
頁
参
照
。
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凡
万
里
地
区
親
子
関
係
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
の
分
析

30 

一
二
に
お
い
て
、
韓
国
親
子
法
が
、
い
ま
な
お
儒
教
思
想
に
基
礎
付
け
ら
れ

た
韓
国
法
独
自
の
「
家
制
度
」
「
戸
主
制
度
」
を
|
|
名
目
的
に
で
は
あ
る
が
!
l
l

現
在
も
維
持
し
つ
つ
、
一
方
で
世
界
的
潮
流
で
あ
る
「
男
女
の
平
等
」
「
個
人
の

尊
重
」
と
い
う
動
向
に
影
響
を
う
け
な
が
ら
変
化
を
し
て
き
た
姿
が
理
解
で
き
た
。

そ
こ
で
、
現
実
の
個
々
の
国
民
は
、
伝
統
的
慣
習
、
宗
教
観
を
こ
え
て
、
現
代
的

家
族
法
、
例
え
ば
、
男
女
の
本
質
的
平
等
化
、
子
の
福
祉
と
い
っ
た
「
西
欧
的
価
値

観
」
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
法
意
識
を
一
農
村
の
一
家
族
の

「
聞
き
取
り
調
査
」
を
も
と
に
検
証
し
て
い
み
た
い

(30

二
凡
万
里
村
は
、
ソ
ウ
ル
や
釜
山
の
高
級
料
理
屈
に
使
用
さ
れ
る
「
せ
り
」
を

作
る
、
農
業
中
心
の
小
さ
な
村
で
あ
る
。
現
在
は
、
青
年
は
村
を
出
て
都
市
で
生
活

を
し
て
い
る
た
め
過
疎
化
、
が
進
み
、
し
た
が
っ
て
農
業
の
担
い
手
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

-
)
あ
な
た
の
家
族
構
成
は
。

夫
婦
と
長
男
家
族
(
孫
二
人
、
内
一

2
)

あ
な
た
の
学
歴
は
。

尋
常
高
等
中
学
卒
。

3
)

あ
な
た
の
職
業
は
。

農
業
専
業
(
息
子
は
電
気
製
品
の
販
売
業
を
営
む
)

0

4
)

子
供
は
男
の
子
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
か
。

男
が
絶
対
欲
し
い
(
い
な
け
れ
ば
、
養
子
を
取
り
た
い
)

0

5
)

男
の
子
に
は
ど
の
よ
う
な
人
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
か
。

や
さ
し
い
子
、
賢
い
子
。

6
)

女
の
子
に
は
ど
の
よ
う
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
か
。

や
さ
し
い
子
、
う
つ
く
し
い
子
、
賢
い
子
。

7
)

男
の
子
に
は
ど
の
様
な
仕
事
に
つ
い
て
も
ら
い
た
い
か
。

父
は
公
務
員
、
母
は
政
治
家
が
よ
い
と
い
う
が
、
子
の
意
思
に
任
せ
た
い

0

8
)
女
の
子
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
つ
い
て
も
た
い
か
。

結
婚
し
、
そ
の
嫁
い
だ
夫
の
家
の
意
向
に
任
せ
る
の
が
良
い
と
考
え
る

0

9
)

子
供
は
親
の
注
意
を
聞
き
入
れ
ま
す
か
。

良
く
聞
き
い
れ
る
o

m)
子
供
の
言
う
こ
と
を
親
は
聞
き
入
れ
ま
す
か
。

良
く
開
き
入
れ
る
。

什
)
親
の
前
で
子
が
煙
草
や
酒
を
飲
む
場
合
。

人
身
体
的
障
害
を
持
つ
子
)

0

5 
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そ
の
よ
う
な
こ
と
は
注
意
し
な
く
て
も
し
な
い
。

刊
は
)
長
男
は
他
の
子
と
異
な
っ
た
し
つ
け
を
し
て
い
ま
す
か
。

あ
ま
り
、
長
男
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
な
い
?
も
り
だ
、
が
、
自
然
に
長
男
と
し

て
の
責
任
に
つ
い
て
は
強
調
し
て
い
る
。

日
〉
親
の
老
後
は
子
が
扶
養
す
る
の
は
。

状
況
に
よ
る
が
、
長
男
以
外
の
子
で
も
親
を
当
然
に
扶
養
す
べ
き
。

川
)
男
の
子
の
し
つ
け
に
つ
い
て
は
。

父
母
、
が
共
同
し
て
し
つ
け
る
。

日
)
女
の
子
の
し
つ
け
に
つ
い
て
は
。

父
母
、
が
共
同
し
て
し
つ
け
る
。

同
)
子
の
意
見
と
額
の
意
見
が
合
わ
な
い
場
合
。

親
も
子
も
両
方
が
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
。

行
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
子
の
「
認
知
」
と
い
う
制
度
を
知
っ
て
い
る
。

知
っ
て
い
る
い
る
、
が
、
父
は
賛
成
し
な
い
。
母
は
賛
成
す
る
。

同
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
婚
姻
し
て
い
る
男
性
が
妻
以
外
と
性
的
関
係
を
持

つ
こ
と
に
つ
い
て
。
ど
う
思
い
ま
す
か
。

母
は
、
認
め
な
い
。
父
は
、
し
か
た
が
な
い
と
考
え
る
。

内
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
婚
姻
中
に
生
ま
れ
た
子
と
婚
姻
外
で
生
ま
れ
た
子

と
相
続
分
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。

知
ら
な
い
。

加
)
上
記
の
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

婚
外
子
と
し
て
生
ま
れ
た
子
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
手
助
け
で
き
る
限
り
で
相

続
は
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

幻
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
も
し
自
分
に
男
の
子
供
が
い
な
け
れ
ば
、
男
の
子

を
養
子
す
る
か
。

絶
対
男
の
子
を
養
子
に
迎
え
る
。

包
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
養
子
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
し
ま
す
か
。

家
の
た
め
に
す
る
。

四
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、

良
い
と
思
う
。

川
出
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
養
子
に
な
る
子
に
養
子
縁
組
の
同
意
を
求
め
ま
す
か
。

子
供
が
小
さ
く
て
意
思
が
わ
か
ら
な
い
と
思
う
。

お
)
一
般
的
質
問
で
す
が
、
養
子
が
離
縁
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

全
く
な
い
o

m)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
子
供
は
何
か
相
談
が
あ
る
と
き
は
、
誰
に
相
談
し
ま

す
か
。父

母
一
緒
に
い
る
場
で
相
談
す
る
。

幻
)
子
が
未
成
年
の
う
ち
は
、
子
は
親
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
接
し
ま
す
か
。

頼
っ
て
よ
い
し
、
甘
え
て
よ
い
が
、
父
母
の
威
厳
は
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
。

m
a
)

自
分
の
子
に
長
男
が
い
る
方
に
質
問
し
ま
す
。
あ
な
た
の
長
男
は
祭
杷
の
承
継

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
し
つ
け
て
あ
る
。

m)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
戸
主
の
承
継
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

父
は
、
知
っ
て
い
る
が
、
母
は
知
ら
な
い
。

ω)
上
記
の
質
問
で
、
戸
主
の
放
棄
が
で
き
る
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

反
対
。
義
務
で
あ
る
し
、
そ
ん
な
勝
手
は
許
さ
れ
な
い
。

計
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
戸
主
を
放
棄
す
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

そ
う
い
う
制
度
が
あ
っ
て
も
、
あ
ま
り
戸
主
を
放
棄
す
る
人
は
い
な
い
と
思
う
。

位
)
も
し
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
戸
主
に
な
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
ら
、
ど
う
し
ま

す
か
。当

然
戸
主
に
な
る
。

ぬ
)
一
般
的
な
質
問
で
す
が
、
養
子
を
す
る
場
合
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
を

し
ま
す
か
。

現
実
に
は
、
養
子
縁
組
届
を
出
す
と
思
う
。

M
)

子
供
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
た
め
に
は
。

お
金
や
学
歴
だ
け
で
は
な
く
、
人
格
が
大
切
で
あ
る
。
親
孝
行
が
大
切
と
考
え

る
。
父
母
が
豊
か
に
暮
ら
す
の
が
決
定
的
で
は
な
い
。

6 

養
子
と
養
親
は
仲
が
良
い
で
す
か
。



な
お
、
農
村
部
に
お
け
る
法
意
識
ー
そ
の
村
落
全
体
の
構
成
員
の
考
え
方
ー

を
一
般
論
と
し
て
答
え
て
い
た
だ
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
被
質
問
者
の

個
人
的
見
解
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

Mar.1996 

(
げ
)
本
稿
の
ア
ン
ケ
一
ト
調
査
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
一
九
九

O
年
に
韓
国
法
制
研
究
院

法
に
基
づ
い
て
「
韓
国
法
制
研
究
院
」
が
全
国
的
に
実
施
し
た
調
査
結
果
の
報
告
書
を
も
と
に

し
た
青
木
清
「
韓
国
国
民
法
意
識
調
査
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
O七
号
二
二
頁
以
下
参

照。

Vo131-A， 

四

む
す
び
に
か
え
て

平成8年，

一
み
ぎ
の
調
査
結
果
に
対
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

ま
ず
第
一
に
、
韓
国
に
お
け
る
「
男
系
血
統
」
の
維
持
存
続
に
つ
い
て
、
現
戸

主
が
極
め
て
強
い
義
務
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
が
解
る
。
例
え
ば
、
質
問
4
J
引

に
お
い
て
、
実
子
に
「
男
子
」
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
絶
対
に
「
男
子
」
を
養
子

に
迎
え
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
。

第
二
に
、
「
戸
主
」
は
、
あ
く
ま
で
も
「
義
務
」
で
あ
り
、
「
権
利
」
で
は
な
い
、

と
い
う
と
と
で
あ
る
。
韓
国
民
法
下
の
コ
戸
主
」
の
主
た
る
役
割
は
、
祖
先
の
祭

杷
を
次
の
戸
主
へ
受
け
渡
す
こ
と
で
あ
り
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
特
権
を
与
え
ら

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
子
に
対
す
る
「
し
つ
け
」
に
つ
い
て
も
、
妻
(
母
)
と

共
に
相
続
を
重
ね
、
悩
み
な
が
ら
、
子
に
と
っ
て
最
高
の
解
決
策
を
見
い
だ
す
、

と
い
う
姿
勢
(
質
問
凶
、
目
、
目
、
部
)
か
ら
読
み
と
れ
る
。

第
三
に
、
質
問
山
に
お
い
て
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
相
続
分
の
平
等
規
定
に

つ
い
て
、
不
知
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
「
婚
外
子
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
な
か
た
ち
で
相
続
分
は
与
え
て
よ
い
」
と
い
う
発
言
(
質
問
却
)

か
ら
、
少
な
く
と
も
、
婚
姻
倫
理
の
厳
格
な
一
農
村
部
の
長
老
に
あ
た
る
者
で
さ

え
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
差
別
的
取
扱
い
を
す
べ
き
と
い
う
法
意
識
は
薄
い
、

と
い
う
こ
と
が
解
る
。
都
市
部
だ
け
で
な
く
農
村
部
に
も
、
現
代
的
人
権
感
覚
が

浸
透
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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ニ
韓
国
は
、
確
か
に
厳
格
な
儒
教
国
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
調

査
・
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
必
ず
し
も
「
厳
格
な
」
と
い
う
表
現
は
適
当
で
は
な
く

な
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
現
在
の
民
法
の
規
定
に
お
い
て
、
同
姓
岡
本
不
婚
制
度

や
、
一
戸
主
承
継
、
姓
不
変
の
原
則
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
今
日
の
韓
国
の
、

特
に
都
市
部
に
お
い
て
、
同
姓
岡
本
の
若
者
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
内
縁
関
係
を

形
成
し
て
い
る
。
届
出
は
受
理
さ
れ
な
い
た
め
そ
の
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
々
増

加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戸
主
の
承
継
に
つ
い
て
も
、
現
行
法
で
は
、
男

性
、
女
性
ど
ち
ら
で
も
良
く
、
さ
ら
に
は
拒
否
し
て
も
い
い
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
年
、
家
H
土
地
を
離
れ
、
都
市
に
お
い
て
経
済
的
自
立
が
可

能
と
な
っ
た
社
会
に
お
い
て
、
と
れ
ら
の
諸
規
定
は
ど
れ
だ
け
の
実
効
性
を
持
つ
の

で
あ
ろ
う
か
。
形
骸
化
し
た
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、
規
定
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い

現
実
社
会
、
が
、
今
こ
こ
に
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

今
韓
国
は
、
伝
統
と
現
代
的
理
想
と
い
う
、
二
つ
の
相
反
す
る
方
向
性
を
で
き
う

る
限
り
妥
協
さ
せ
、
現
代
社
会
に
適
合
さ
せ
る
過
程
に
あ
る
。
そ
れ
が
、
韓
国
法
こ

と
に
家
族
法
の
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
方
向
は
、
限
り
な
く
「
個
人
の
尊
厳
」

と
い
う
世
界
的
潮
流
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

三
最
後
に
、
と
の
韓
国
に
お
け
る
聞
き
取
り
謂
査
を
通
じ
て
、
韓
国
家
族
法
の

現
状
を
理
解
で
き
た
か
否
か
は
、
全
く
自
信
が
な
い
。
た
だ
、
韓
国
の
地
へ
降
り
立

ち
、
目
に
し
た
朝
早
く
か
ら
夜
中
遅
く
ま
で
力
一
杯
働
く
老
若
男
女
の
姿
。
各
個
人

が
、
精
神
的
・
経
済
的
に
「
自
立
」
す
る
こ
と
が
、
限
り
な
く
人
そ
れ
ぞ
れ
を
「
自

由
」
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
、
社
会
を
動
か
す

力
に
な
る
こ
と
を
も
信
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
国
に
出

会
え
た
。
こ
の
国
の
今
後
の
発
展
が
家
族
法
制
度
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
す
か

興

味

深

く

見

つ

め

て

い

た

い

。

(

完

)
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